
無人航空機に関する航空法の
許可・承認状況と今後の環境整備について

許可・承認状況

　無人航空機の飛行する空域や飛行方法などの基本的なルールを定めた改正航空法が平成27年12月に施
行され，30年度には２万8,855件の許可・承認を行った。28年度は月平均1,100件，29年度は月平均
1,650件，30年度においては月平均3,075件の申請を受け付けており，ドローンの申請件数が拡大してい
る。許可・承認項目別では，人口集中地区（DID）上空での飛行や人又は物件との間の一定距離（30メー
トル）を確保できない飛行に係るものが多数を占めており，飛行の目的別では，空撮，測量，インフラ点
検，事故・災害対応等の順に多くなっている。

申請件数の推移
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第２章　航空交通安全施策の現況



今後の環境整備

　関係府省庁，メーカー，利用者等の団体から構成される「小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議
会」において2020年代前半の有人地帯での目視外飛行等を見据えた「空の産業革命に向けたロードマッ
プ2018 ～小型無人機の安全な利活用のための技術開発と環境整備～」が，平成30年６月15日に改訂さ
れた。また，無人航空機の普及が著しいことや，目視外（補助者無し）飛行の本格化を迎えている段階に
あることから，事故の防止・抑制をあらかじめ強化しておくことが必要であるため，30年10月以降，「小
型無人機の更なる安全確保のための制度設計に関する分科会」を開催した。当該分科会において，まずは
技術開発の進展を待たずに取り組むことができる項目で早急な具体化が可能と考えられる制度・ルールに
ついて，整理を行った。今後も，これらのロードマップ等に沿って，引き続き環境整備を進める。
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